
ハイゲインALRスクリーン 
100型
 取扱説明書

同梱品一覧

➀スクリーン部品

➁壁掛け用金具

長辺フレーム
×�

金属製取付金具
×�

壁面ピン（予備含む）
×10（取付用8本＋予備2本）

樹脂製アンカープラグ（ネジ）
×�

スクリーン（短辺フレーム×2取付済み）
×�

角型スペーサー×2
マグネット×2

縦補強バー
×�

取付ネジ×4
予備ネジ×4

粘着式取付金具
×�

➂取付用付属品

クリーニングクロス
×�

プラスドライバー
×�

作業用手袋
×�

取扱説明書
×�

穴あけ位置決めシート×1
マスキングテープ×6

長辺フレーム接続補
助ツール

×�

コーナープロテクター
×�

EPEフォームスペーサー
×�

水平器
×�

スクリーンの組み立て
➀確認
梱包箱に目立った変形がないか、また内部のフレームやス
クリーンに変形がないか確認してください。

➁スクリーン本体を取り出す
1. スクリーン本体を取り出します。
2. 両端のストッパーを外し、発泡材の上にあるフレームと

発泡材を取り外します。

1. 全体

2. 分解

➂スクリーンシートを広げる
1. 床面を清掃し、鋭利な異物がないことを確認します。
2. 床に保護シートを敷き、その上にスクリーンシートを投

影面が下になるように平らに広げます。

➃長辺フレームを組み立てる
�. 2本の長辺フレームを接続します。
2. 補助ツールを接合部の下側に取り付けます。
3. 接合部が揃うように調整します。
4. ネジを締めます。

保護シート

取付済み短辺フレーム

（使用工具：長辺フレーム接続補助ツール）

スクリーンの壁掛け設置
壁掛け設置時の注意
注意：以下の壁掛け方法をよく読み、壁面の材質に合わせて3つの方法から1つを選択してください。

壁掛け設置の準備
1. 一度映像を投影し、スクリーンの設置位置を決めます。
2. マスキングテープで「穴あけ位置決めシート」を壁に貼り、水平器で水平を確認して位置を合わせます。

壁掛け方法I：壁面ピン（ラテックス塗装の壁面/中
空レンガなど、比較的柔らかい壁面）
1. 取付金具の下端を、穴あけ位置決めシートの四角い開

口部の下端に合わせます。
2. ピンを取付金具の4つの小穴に通し、そのまま壁面に打

ち込んで固定します。
3. 穴あけ位置決めシートを取り外します。

壁掛け方法II：粘着式取付金具（大理石/タイル/ガ
ラスなど、硬く滑らかな壁面のみ）
1. 粘着面の剥離紙をはがし、粘着式取付金具の下端を穴

あけ位置決めシートの四角い開口部の下端に合わせ、
しっかり押し付けて貼り付けます。

�. 5～10分間そのまま置いてから、スクリーンを掛けます。

ざらつきのある壁面、ラテックス塗装の壁面、壁紙などに
は使用できません。

壁掛け方法III：アンカーネジ
（レンガ壁/コンクリート壁などの硬い壁面）

a.取付金具の下端を穴あけ位置決めシートの四角い開口
部の下端に合わせ、金具の上から2つ目の穴に対応する
壁面へ印を付けます。直径8mm、深さ65mm以上の穴を
開け、位置決めシートを取り外します。

b.アンカープラグを穴に打ち込みます。ネジを金属製取付
金具に通してアンカープラグへねじ込み、しっかり締めて
金具を固定します。

金属製取付金具

アンカーネジ(長いネジ)
壁面

アンカープラグ

スクリーンを持ち上げる際の注意

壁掛けと角型スペーサーの取付
（壁面側）

➀1人で壁掛けする場合
中央の縦補強バー付近を持ち、スクリーンをゆっくり持ち
上げてください。スクリーンシートがフレームから外れない
よう、無理な力を加えないでください。持ち上げる際は、必
要に応じてスクリーンシートの端を軽く押さえてください。
シートが外れた場合は、いったん分解して取り付け直して
ください。無理にはめ込むと破損するおそれがあります。

➁2人で壁掛けする場合
左右両端の中央付近を持ってゆっくり持ち上げ、スクリー
ンを立てた状態で運んでください。

1. スクリーン背面の「UP」マークに従い、先に取り付けた
金具にスクリーンを掛けます。

2. 角型スペーサーの粘着面を、スクリーン下部の左右2隅
に対応する壁面へ貼り付け、フレームが壁面に沿うよう
に調整します。

スクリー
ンの向き
↑

角型スペーサー
のおおよその取
付位置

マグネットの取付
（フレーム側）

1. 壁面の角型スペーサーと位置が合うように、マグネット
をフレームに貼り付けます。

2. スクリーンを軽く押し、マグネットとスペーサーがしっか
り吸着して、フレームが壁面に沿っていることを確認し
ます。

プロジェクターを天吊り設置する場合は、スクリーンを上
下反転して掛けてください。この場合、「UP」マークが下向
きになります。

➄長辺フレームを取り付ける
�. EPEフォームスペーサーを、スクリーンシートの長辺フ

レームを取り付ける側の下に必ず差し込んでください。
2. 長辺フレームをスクリーンシートの端と平行になるよう

に合わせます。
3. 両端のコーナー金具を、それぞれ短辺フレームの溝に

はめ込みます。
4. 片側の接合部を揃え、ネジを締めます。
5. スクリーンシートの端に沿ってフレームをはめ込み、反

対側も固定します。
回転させて
フレームに
はめ込む

ネジ穴の位置

ネジ穴の位置

➅縦補強バーを取り付ける
1. 縦補強バーを斜めにしてフレーム内側に入れます。
2. 縦補強バーを回転させ、ネジ穴の位置を合わせます。
3. ネジを締めます。

➆スクリーンシートの張りを調整する
左右の短辺フレーム内側には、合計8本のネジがあります。
1. まず中央の2本のネジを締めます。
2. 次に外側の2本のネジを締めます。

張り調整用ネジの位置(フレーム内側)

➇コーナープロテクターを取り付ける
コーナープロテクター内側のテープの剥離紙をはがし、フ
レームの4隅に取り付けます。

コーナープロテクター

この8本のネジは、ぐらつかない程度まで締めてください。
強く締め切る必要はありません。締めすぎないようご注意
ください。

保証について

保証規定

※保証対応の際は、弊社にて購入履歴等を確認させていただく場合があります。
※本規定は、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

お問い合わせ先：0120-399-131
メールアドレス：Support@xgimi.jp

保証期間 お買い上げの日から 2 年

1.正常な使用状態において、保証期間内に本製品に故障または不具合が発生した場合には、本規定に基づき無償で修理、
部品交換または製品交換を行います。

2.保証期間内であっても、次の場合は有償での修理・交換、または保証対象外となる場合があります。（1）取扱説明書に記
載された使用方法、設置方法、注意事項に従わず使用した場合（2）落下、衝撃、圧迫、引っ張り、無理な巻き取り・引き出し
等、お客様の取り扱いに起因する故障・破損（3）お客様による分解、改造、修理等に起因する故障・破損（4）誤った取り付
け、設置不良、設置面の強度不足等に起因する故障・破損（5）火災、地震、落雷、風水害、塩害、その他の外部要因による故
障・破損（6）高温、多湿、直射日光、結露、著しい温度変化等の使用・保管環境に起因する変形、劣化、故障・破損（7）他の
機器、設置器具、壁面、天井等に起因する故障・破損（8）業務用、店舗、展示等、一般家庭以外での使用による故障・破損

（9）通常使用による経年劣化、摩耗、変色、汚れ等
3.スクリーン生地の特性上、使用環境、設置状態、保管状態等により、軽微な波打ち、たわみ、巻き癖、端部の反り、色味の

差、におい等が生じる場合があります。投影または通常の使用に著しい支障がない場合、これらは製品不良および保証対
象とはなりません。

4.正常な使用状態で発生したスクリーン本体、巻き取り機構、ストッパーその他の構成部品の故障については、保証期間内
であれば本規定に基づき対応いたします。

5.故障または不具合の状況により、修理に代えて部品交換または製品交換にて対応する場合があります。
6.修理または交換に使用する部品について、同等性能を有する代替部品を使用する場合があります。また、交換した部品ま

たは製品は弊社にて回収・処分する場合があります。
7.本保証に基づき製品交換を行った場合、交換品の保証期間は、交換日から90日間、または当初購入された製品の保証期

間の残存期間のいずれか長い方とします。
8.本製品の故障、破損または使用不能に伴って生じた二次的損害、設置・取り外し費用、工事費、逸失利益その他の間接的

損害について、弊社は責任を負いかねます。
9.本保証は日本国内においてのみ有効です。(This warranty is valid only in Japan.)

技術仕様

100インチ

�.�

���°

��%

スターグレー

高分子樹脂＋アルミニウム合金

サイズ

ゲイン

視野角

外光遮蔽率

スクリーンカラー

スクリーン素材

➀光学特性

約3.2m（スクリーン設置面から
ソファまで）

100インチ

�,���×�,���±�mm

�,���×�,���×��mm

�.�±�kg

��.�±�kg

スクリーン下端：床から60cm

寸法/仕様

表示サイズ

製品サイズ

製品重量（正味）

梱包重量

推奨設置高さ

推奨視聴距離

➁寸法/仕様

使用・お手入れについて
1. 本製品は電源を必要としません。
2. スクリーン本体には高分子樹脂を使用しています。鋭利な物でこすったり突いたりすると、表面に傷が残り、修復でき

ません。
3. 日常のお手入れは、少量の中性洗剤を含ませた柔らかい布で汚れをやさしく拭き取ってください。
4. 高温多湿の環境で長時間使用しないでください。推奨使用環境は屋内、温度25±10℃、湿度50±20%RHです。
5. 屋外での使用はできるだけ避けてください。直射日光や雨にさらされると、変形や修復できない損傷の原因となるこ

とがあります。

1. フレームを取り付け
る側の下に、2本のス
ペーサーを置きます。

2.スペーサーを置い
たら、フレームを組み
立てます。


